
生化学自動分析装置保守点検業務委託仕様書 

 

 

１ 業務基準 

生化学自動分析装置保守点検業務（以下「業務」という。）は、生化学自動分析装置保

守点検業務委託契約書（以下「契約書」という。）に定めるもののほか、生化学自動分析

装置保守点検業務委託仕様書（以下「仕様書」という。）に基づき行うものとする。 

 

２ 保守対象 

  生化学自動分析装置「cobas 6000 c501・e601」 

 

３ 保守点検業務内容 

（１） 契約期間中に２回、メーカーが推奨する定期点検を実施すること。 

（２） 定期点検の日程は予め委託者と調整し、点検計画を提出すること。 

（３） 定期点検の作業可能日は平日のみとする。 

（４） 定期点検はメーカーの定める保守点検チェックリストに基づき、保守対象の点検、

調整及び必要に応じて別紙１に定める部品の交換を行うこと。 

（５） 定期点検後は、速やかに定期点検報告書を２部（管財・用度担当、検査部）提出

すること。 

（６） 当センターの監督員が定期点検報告書を確認・承認することによって作業完了と

する。 

 

４ オンコール 

（１） 故障等により要請があった場合には、直ちに当院へ保守技術員を派遣し、復旧・

修理を行うこと。 

（２） 上記（１）の対応後は、速やかに定期点検報告書を２部（管財・用度担当、検査

部）提出すること。 

 

５ 負担区分 

  定期点検及び故障発生時の対応に要した受託者の職員の出張料、技術料及び当該業務

の履行に要した工具損料は受託者の負担とする。 

 

６ 適用除外事項 

  定期点検交換部品以外は有償とし、委託者に請求するものとする。 

 

７ 資格要件 

  受託者は以下の許可を有するものとする。 

  医療機器修理業許可 特管第８区分：検体検査用機器関連 

 



８ その他 

（１） 受託者は、本件業務の履行に関わる要員が院内に立ち入る際、名札を着用させる。 

（２） 火気、揮発性のもの、工具などの使用にあたっては、放置することなく委託者の

指定する場所に置くこと 

（３） 本仕様書に定めのない事項は双方別途協議のうえ決定する。 

 


